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第３２回 環境技術分科会 議事録 2011.5.2 島田  日  時 ： 2011 年 4 月 21 日（木）  13：00 ～ 17：00 場  所 ： 塗料報知新聞社 会議室 出席者 ：  窪井要((有)久保井塗装工業所)、杉山博英（アネスト岩田㈱）、内山貴識（東和酵素㈱）    澤居昌廣（㈱桂精機製作所）、木下稔夫（(地独)東京都立産業技術研究センター）、    島田哲也(旭サナック㈱)     アドバイザー：坂井秀也（日本工業塗装協同組合連合会技術顧問）、    平野克己（日本塗装機械工業会（ＣＥＭＡ））、倉持保雄（日本工業塗装協同組合連合会）、    事務局：有馬弘純（塗料報知新聞社）    オブザーバー：藤井俊治（㈱三菱化学ﾃｸﾉﾘｻｰﾁ）、紺野利一郎／小山田護(日本塗装技術協会)                                                        13 名 敬称略  ***** 議 題 ***** １． サポイン 21 部会 ： 「塗装」を 21 番目の「特定ものづくり基盤技術」分野に指定してもらう活動 （１） 2011 年 4 月 6 日 13：30 経済産業省製造産業局にて説明会 工業塗装高度化協議会 山﨑会長、窪井氏、小泉氏、木下氏、倉持氏、(独)産業技術総合研究所 小林 悟氏、日本ﾊﾟｳﾀﾞｰｺｰﾃｨﾝｸﾞ協同組合 高橋氏の 7 名で参加した結果、具体的な要望などもあり、分科会にて下記検討事項を協議し対応することとした。  （２） 指定に向けた資料作成の協議 ① 塗装業がサポインに指定された後、具体的に産業が活性化する具体例や事例を収集する必要がある事に対し、分かり易い書式で事例をリンクした書類にまとめる。特に、塗装を知らない人に対しても分かり易い内容にする。 ①開発企業 ②開発概要 ③設定した川下産業分野 ④川下製造業者の課題及びニーズ ⑤課題及びニーズに対応した高度化目標 ⑥高度化目標の達成に資する塗装技術の研究開発要因 ⑦高度化目標の達成による具体的な川下産業の製品事例 ⑧今後想定される産業分野製品 の項目に分け、2～3つ程度の事例集を用意することとした。  事例の候補として、[1] [1] [1] [1] プラズマ処理技術、プラズマ処理技術、プラズマ処理技術、プラズマ処理技術、[2] [2] [2] [2] 二酸化炭素塗装システム、二酸化炭素塗装システム、二酸化炭素塗装システム、二酸化炭素塗装システム、[3] [3] [3] [3] 造船における剥離と造船における剥離と造船における剥離と造船における剥離と再塗装技術再塗装技術再塗装技術再塗装技術    を挙げ、関係者からの情報収集を行うこととした。  ② 塗装技術を説明する要因図作成。1次要因を見直し、2次要因も枝分かれする部分について肉付けを行い分科会にて見直しを行った。塗料は 1次材料とした。 
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  ③ ５つの塗装分野を分かり易くする事に対し、分野はそのままの範囲として、文章を簡潔にまとめ指針として１枚に盛り込むこととした。 
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２． ゴミ・ブツ対策活動 （１） データ分析結果結果の報告 アネスト岩田(株)杉山氏より、モデル工場（第一塗装工業(㈱)殿）における前年比（3 月～2 月の 12 ヶ月間）、およびゾーン清掃後の前年同期比（10 月～2 月の 5 ヶ月間）について検査データの分析結果を報告して頂いた。 ① 分析結果 ・製品として不合格となった割合を算出。 年間の推移 ゴミ・ブツによる不合格率が、(2.46%)→1.77%へ 0.7 ポイント減少した。 対策後５ヶ月間の推移 ゴミ・ブツによる不合格率が、(2.30%)→1.61%へ 0.69 ポイント減少した。 ・糸ゴミ系とブツ系（円形ゴミ）の傾向。 対策後５ヶ月間の推移の中で、特に糸ゴミ系の削減が大きい結果が見られた。円形ゴミに関する数値も減少した。 糸ゴミ系 ゴミ（糸）による不合格率が、(0.74%)→0.31%へ 0.43 ポイント減少した。 ブツ系（円形ゴミ） ゴミ（円）による不合格率が、(1.54%)→1.28%へ 0.26 ポイント減少した。 異物 有意な変化は現れなかった（不合格の絶対数が僅少）。 ② 実データ内容の協議 2010 年１月に、一時的に多くの不良となる現象が現れた。 これについては第一塗装工業㈱関係者にて調査を行ったが、原因はまだわかっていない。翌月には不良が治まっており、通常と異なる環境下にあったものだろうとの見方を採った（ワーク形状による不良率UP）。  （２） セミナー発表に向け ・次回 5/19にリハーサルを予定しているが、事前に PPTをメンバーに配布し、内容を確認することとした。 ・発表内容では、ゴミ・ブツ削減の基本的な実施方法、分析方法など取り組みの工程を示すとともに、 今回実施した作業内容について紹介し、動画などで分かり易く伝える部分を加える方向とした。 ・結果については、削減数値や金額換算などに加え作業者のヒアリングをまとめたものや第二ゾーン清掃作業へ水平展開されたことなど盛り込んでみることとした。 ・第一塗装様試算のリワーク経費 33％の他、薄利から再塗装を行った場合の費用試算を載せる。 ・簡易清掃費用を今後も行った場合との費用面での評価も検討すべき。 ・ゾーン清掃直後は不良率が増加するのが一般的だが、そういう傾向は示さず効果がでている。 ・長期休み明けは不良率があがるという一般傾向とは合致しないようだ。 ・給気下降流が無くなり、塗装直後のゴミ・ブツが激減したことは塗装作業者への聞き取り調査で明らか。また、乾燥炉内の清掃によって炉内でのゴミ・ブツ付着も少なくなったと仮定すれば、残るゴミ・ブツの発生源はセッティング時ではないか。ビニールカバーを被せるなどの工夫はどうか。 ・網置きワークのセッティング棚への重ね順も確認を要す。下段から置いていっていれば、上段から置くように是正すべき。 ・塗装室内に水を撒くのは、ゴミ・ブツ原因の固定以外に、湿度維持の意味合いもあり有用。   
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３． ＶＯＣ対策セミナー計画（セミナー実行委員会検討事項） 本日、セミナーに関する大枠部分に関して最終決定を行った。 （１） プログラムと講演者決定 項目 講演順・発表テーマ 講演者 時間 挨拶 工業塗装高度化協議会 環境技術分科会 セミナー実行委員長 窪井 要 13：00～13：05 基調 講演 がんばれ！日本のものづくり  ～ ｻﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ ～ 経済産業省 関東経済産業局 産業部 製造産業課長 勝本 光久 13：05～13：35 特別 講演 地球規模の環境破壊に関する シミュレーション 独立行政法人 海洋研究開発機構地球 シミュレータセンター長 渡邊 國彦 13：35～14：05 アネスト岩田株式会社 塗装機部 霧化技術グループ  グループマネージャー 杉山 博英 あきらめてはいけない！ 手吹き塗装のゴミ・ブツ削減の 対策事例 第一塗装工業株式会社 代表取締役 早川 政男 14：05～14：45 休憩 14：45～15：00 乾燥炉の改善・改良における CO2削減 株式会社桂精機製作所 燃焼機事業部  営業部 東京燃焼機一課 澤居 昌廣 15：00～15：40 環境対応型塗料 －パウダーコーティング－ 株式会社 三王 専務取締役 高橋 大 15：40～16：20 講演 サポイン２１ ～塗装技術の指定に向けた協議会の活動～ 地方独立行政法人 東京都立産業技術研究センター  開発本部 開発第二部 表面技術グループ長 木下 稔夫 16：20～17：00  （２） ＶＯＣ対策セミナー企画運営 項 目 決定事項 テーマ 第２回塗装と環境セミナー 「つくろう工業塗装の明るい未来！」 日時・場所 2011 年 6 月 15 日（水） 13：00～17：00 日本ペイント(株)東京事業所。 参加者目標 150名。 参加費 3団体会員：3,500 円 一般：5,000 円。   ※一部を義援金とする。 テキスト PPＴを印刷したものであったが、レジメも可とする。 講演料 JAMSTEC殿のみ 2万円を計上する。  （３） 当日セミナーの担当及び概略スケジュール ① 当日セミナーの担当 項 目 担 当  項 目 担 当 総合司会 小泉氏  報道関係者対応 有馬氏 座長 島田  受付（当日会計） 倉持氏、東和酵素殿 2名 当日の機材操作 窪井氏  門番・マイク係（２名）  東和酵素殿 2名 来賓・招待者対応 倉持氏、平野氏    ② 概略スケジュール 月 内容 日程 進捗 プログラム確定 3/29(火) 済 3 告知依頼状、団体協賛依頼状作成し配布 4/8 (金) 済 分科会にて発表内容の確認、運営確認 4/21(木) 済 4 案内開始（HP 及び業界紙） [有馬氏、倉持氏、ほか] 4/22(金) 済 申込期限 [倉持氏、工塗連事務所、（窪井氏）] ・・・期間短く適時とした。 5/10(火)  分科会にて発表内容の確認、運営確認 5/19(木)  請求書発送（工塗連事務所より参加者宛に発送） [倉持氏、工塗連事務所] 5/20(金)  5 テキストは 5/30まで収集[島田まで] 5/30(月)  振込期限（当座への振り込みを確認） [倉持氏、工塗連事務所] 6/1 (水)  参加証発送（参加者宛に FAXにて送付）[倉持氏、工塗連事務所] 6/8 (水)  前日集合、発表確認 [全員] ・・・5/19 分科会にて協議する。 6/14(火)  6 セミナー開催 6/15(水)   
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（４） その他 ・計画停電等で開催できなくなった場合は、参加者へ電話や FAXにて連絡し、参加費を返金する。 ・セミナー開催の様子を動画にて記録を検討中。講演者の同意を得た後審議する。  （５） 次回 5/19(木)予定 ・環境技術分科会活動発表のリハーサル。 ・進捗確認、申込者推移、当日役割分担などの確認と集客の協議。 ・講演者に関する事項（テキスト（ＰＰＴ），出席時間，動画記録の同意など）の確認。 ・ｱﾝｹｰﾄ内容の整合、当日席次、配布物用の机など協議。  ４． 次回予定 （１） 第 33 回 環境技術分科会 2011 年 5 月 19日(木)  13 時 ～ 17 時 塗料報知新聞社会議室 ＜予定議題＞ ① ゴミ・ブツ対策活動 ：セミナー発表内容の確認(データ分析結果含む)、リハーサル ② サポイン２１部会 ：セミナー発表内容の確認、リハーサル、具体的事例進捗 ③ セミナー実行委員会報告  （２） セミナー実行委員会 2011 年 5 月 19日(木)  10 時 ～ 12 時 塗料報知新聞社会議室  ――――― 以  上 ――――― 


